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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
有価物集団回収奨励金事業とは、各家庭から出る新聞、雑誌などの紙類や、
カンなどの有価物を町内会や子ども会などの住民団体が回収するもので、
回収量に応じ、1キログラム当たり6円の奨励金を回収団体へ交付する事業です。

　回収団体へ6円、回収業者へ2円をお支払いしても、集積所回収と比べて、
安く済むことから、本事業による登録団体や回収量の増加を推進しています。
　
　団体登録を行っていない町内会等におきましては、
ぜひ、登録を御検討いただき、
登録いただいている団体には、回収量の増加を推進していただけると幸いです。


【参考】（聞かれた場合のみ説明）
　有価物集団回収で集められた資源物の約9割を占めている紙類で比較すると、行政回収における１㎏あたりの処理費用が14円程度となり、
有価物集団回収奨励金の団体６円・業者２円の合算額８円であることから、
集団回収の方が１ｋｇ当たり6円ほど安価となっています。

　ちなみに28年度の有価物集団回収における紙類の回収量は、1,564,261㎏で、
これに6円を掛けた約940万円ほどとなり、これだけ行政経費を節約できたと言えます。


	有価物集団回収には奨励金の制度があります

